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内 容

１ 富山県自然解説員制度

２ 立山の地形

３ ライチョウの生態

４ 自然保護の課題
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１ 富山県自然解説員制度

２）活動
・自然解説員（ナチュラリスト）
認定者数 約840人、活動数 334人（H30）

・活動範囲 4地区5ヶ所
（ねいの里、頼成の森、称名、立山［室堂・弥陀ヶ原］）

１）創設経緯
・1962年（S37）自然保護協会設立
・1971年（S46）立山黒部アルペンルート全線開通
・ 〃 室堂と弥陀ヶ原で自然解説活動開始
・1974年（S49）富山県自然解説員制度創設

3

１ 富山県自然解説員制度
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２ 立山の地形

富山県自然保護課発行の自然解説員向けガイドブックの表紙から

２ 立山の地形
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隆起

火山 崩壊・浸食
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２ 立山の地形：富士の折立・大汝・雄山 ２ 立山の地形：山崎カール
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２ 立山の地形：立山カルデラ

北東（獅子岳南斜面中腹）からみる五色ｹ原北面の成層構造
中野ほか（2010)立山火山の第10図の一部

9

Ws１

Ws2

Sp

２ 立山の地形：地獄谷
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２ 立山の地形：立山（弥陀ヶ原）火山

立山（弥陀ヶ原）火山の噴出物の分布と推定された活動中心の変遷
中野ほか（2010)立山火山の第4図に加筆
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３ ライチョウの生態

12県鳥

国の特別天然記念物

絶滅危惧ⅠＢ類

氷河期の生き残り

生きた化石

神の使い

立山における象徴種



ライチョウの生息域と生息数

二万年の奇跡を生きた鳥
ライチョウ（中村浩志著）に一部加筆
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３ ライチョウの生態

なわばり確
立・つがい
形成期

（3下旬~6上旬）

抱卵期

(6中旬～
下旬）

育雛期

（7上旬～
9中旬）

秋群期

（9下旬～
11上旬）

越冬期

（11下旬
～3上旬）
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３ ライチョウの生態：換羽

冬羽
白

夏羽♂

黒っぽい
夏羽♀
茶褐色
夏羽♀
茶褐色

秋羽

黒褐色
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４ 自然保護の課題

観光客の増加

外来種の侵入

ニホンジカ・イノシシ・ニホンザル・カラスの侵入

気候変動（温暖化）

新たな課題
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ご清聴ありがとうございました。


